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令和８年度一般会計 84億8,620万円を可決
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※ 予算額が大きい年は、起債（借入）の額も大きい傾向にあります。

歳出は、
昨年度より 5 億 1,988
万円増の過去最高額の
予算編成となっていま
す。
内容は、第 3 次錦江町
総合振興計画の基本理
念「すべての人が自分
らしく幸せに」の実現
に向けて、「働く世代の
元気」「子どもの元気」

「高齢者・障がい者の元
気」「自然・環境の元気」

「地域の元気」の５つの
元気を軸にして一般会
計歳出予算を計上しま
した。

一般会計予算84億8,620 万円及び
特別会計6会計の全７会計を原案可決！

総務費
31億1,966万円
36.76%

総務費
31億1,966万円
36.76%

民生費
17億5,850万円
20.72%

民生費
17億5,850万円
20.72%

衛生費
3億9,958万円
4.71%

衛生費
3億9,958万円
4.71%

農林水産業費
7億935万円
8.36%

農林水産業費
7億935万円
8.36%

商工費
1億346万円
1.22%

商工費
1億346万円
1.22%

土木費
5億4,856万円
6.46%

土木費
5億4,856万円
6.46%

一般会計
歳出予算

消防費
2億2,553万円
2.66%

消防費
2億2,553万円
2.66%

教育費
6億2,710万円
7.39%

教育費
6億2,710万円
7.39%

災害復旧費
1万円
0%

災害復旧費
1万円
0%

公債費
9億839万円
10.7%

公債費
9億839万円
10.7%

予備費
1,000万円
0.12%

予備費
1,000万円
0.12%

議会費
7,607万円
0.9%

議会費
7,607万円
0.9%

令和 8 年度　各会計の当初予算額
会 計 名 令和８年度 令和 7 年度 増減額 増減率
一 般 会 計 84 億 8,620 万円 79 億 6,632 万円 5 億 1,988 万円 6.53%

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 事 業 13 億 4,682 万 6千円 13 億 6,356 万 1 千円 △ 1,673 万円 △ 1.23%
後 期 高 齢 者 医 療 事 業 1 億 7,369 万 7千円 1 億 5,427 万 2 千円 1,942 万円 12.59%

介護保険事業 保 険 事 業 勘 定 12 億 5,396 万 6千円 12 億 4,098 万 3 千円 1,298 万円 1.05%
サービス事業勘定 878 万 2千円 831 万 5 千円 46 万円 5.62%

水 道 事 業 1 億 6,384 万 2千円 1 億 9,846 万 8 千円 △ 3,462 万円 △ 17.45%
農 業 集 落 排 水 事 業 6,184 万 7千円 1 億 2,346 万 5 千円 △ 6,161 万円 △ 49.91%
合 計 114 億 9,516 万円 107 億 3,345 万 1 千円 7 億 6,170 万円 7.10%

人件費、選挙、交通安全
などさまざまなことに要
する費用

高齢者、障がい者福
祉、子育て支援等に要
する費用

各種予防接種、母子
保健、環境衛生等に要
する費用

農業、林業、水産業
等の振興及び支援等に
要する費用

商工業、観光等に要する費用

消防、防災等に要する費用

道路、橋梁、河川、町営住宅
等の維持改良などに要する費用

小中学校、給食センター、社
会体育施設等の維持運営等に
要する費用

台風等で被害を受けた、
町道や農道などの復旧を
図るための費用

町債（借金）の元金及び
利子返済に要する費用

議会活動、運営に要する費用

22億円

17億円

12億円

7億円

2億円
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世代
分野 幼児 児童，生徒 若者，壮年 シルバー世代

保
健
福
祉

・子どものための教育・保育
給付費　2 億 6,619 万 4 千円
※就学前の子どもの教育・
保育を保障するために教
育・保育施設に施設型給付
を行う。

・放課後児童健全育成事業 
　3,782 万 9 千円
※昼間、保護者が就労等で
家庭にいない児童に対し、
授業終了後に保育所等を利
用して適切な場を与え、児
童の健全育成を図る。

・地域公共交通特別対策事業
　1,542 万円
※赤字のバス、5 路線の補
填を行い、町外への移動手
段及び高校生の通学バスの
確保を図る。

・�訪問給食サービス事業　
2,358 万 8 千円

※一人暮らしや虚弱な高齢
者及び身体障害者等で日常
生活に支障のある方に対し
て栄養価の高い食事の提供
と安否確認を行う。

教
育
文
化

・幼児外国語教育事業
　90万 1 千円
※幼児期から英語教育を行
うことで、小学校での英語
習得がスムーズに行えるよ
うにする。

・GIGA スクール構想事業（小学校）
　717 万5 千円
・GIGA スクール構想事業（中学校）
　472 万3 千円
※一人一台のタブレット
の更新。

・公共施設予約システム導
　入事業　79 万 2 千円
※総合交流センター、文化
センター、体育施設等の施
設予約をウェブ上で行える
ようにし、利便性を図る。

・�高齢者スマホ教室・相談一
体事業　296 万 3 千円

※高齢者向けスマホ教室及
び相談場所を一体化して開
設し、デジタル媒体を介し
ての情報格差の解消を図る。

地
域
産
業

・保育所等給食支援事業
　211 万 2 千円
※物価高騰に直面する子育
て世帯の経済的負担の軽減
を図ることと、栄養バラン
スや量を保った給食の確保
を図る。

・公営塾運営事業
　2,572 万 7 千円
※基礎学力向上、都市部と
の教育格差の是正、ICT/
IOT リテラシー向上、情報
活用能力と課題解決能力の
向上を図る。

・�一時預かり事業 
1,456万7千円

※保護者の多様な就労形態に
応じ、利便性の向上と、児童
の心身の安定、安全を図る。

・�シルバー人材センター 
運営費補助事業

　1,080 万円
・温泉施設利用助成事業
　259 万円
・鍼灸診療助成事業
　154 万円

町
民
生
活

・やわらかな定住事業
　2,434 万 2 千円
※二拠点居住の推進及び関係人口
の創出につなげるとともに、同様
の課題を抱えた市町村と全国広域
連携ネットワーク事業を推進する。

・子育て支援住宅整備事業
　8,400 万円
※ 神川地区に子育て支援
住宅（2 戸）を整備する。

・宿利原地区体育館改修事業
　2,240 万円
※施設を安全に利用できるよ
う改修工事を行う。

・住宅リフォーム促進事業
　560 万円
※地域経済の活性化と町内
産業における雇用促進のた
めに、快適な住環境づくり
を図り、定住促進を目指す。

　令和８年３月３日に開かれた令和８年第一回錦江町議会定例会において、予算審査
特別委員会に付託された令和８年度一般会計予算及び特別会計６会計の全７会計につ
いて、３月４日から９日までの 4 日間にわたって、現地調査及び室内審査を行い、全
会計の予算を原案可決しました。

歳入は、自主財源である町税、使用料，手数料及び寄附金が低く、地方交付税、国庫補助金、町債といった
財源に依存する予算編成となっています。

令和８年度予算
審査特別委員会

令和８年度予算を審査

新規事業
・大根占小学校プール改修事業　　3,013 万 1千円
※大根占小学校プールの改修により、安心安全な学校運営を図る。

・書かない窓口システム導入事業　2,316 万 7千円
※�デジタル活用により行政サービスを抜本的に見直し、住民の利便性

向上及び業務改善を図る。

・自然資本データによる産業創出事業　5,000 万円
※�熟練技術や自然環境データを AI で収集し、蓄積する基盤を構築し、

属人的な知見に依存する産業構造からの脱却を図る、また、稼ぐ力
の最大化を図る。

その他
9,695万円
1.14%

その他
9,695万円
1.14%

一般会計
歳入予算

町税
6億225万円
7.1%

町税
6億225万円
7.1%

分担金、使用料ほか
9,950万円
1.17%

分担金、使用料ほか
9,950万円
1.17%

寄附金
2億1万円
2.36%

寄附金
2億1万円
2.36%

繰入金
6億1,083万円

7.2%

繰入金
6億1,083万円

7.2%

自主財源
16億954万円
18.97%

自主財源
16億954万円
18.97%

地方交付税等
36億5,357万円
43.05%

地方交付税等
36億5,357万円
43.05%

依存財源
68億7,666万円
81.03%

依存財源
68億7,666万円
81.03%

国庫支出金
5億9,976万円
7.07%

国庫支出金
5億9,976万円
7.07%

県支出金
4億6,923万円
5.53%

県支出金
4億6,923万円
5.53%

町債
21億5,410万円
25.38%

町債
21億5,410万円
25.38%

【世代別・分野別で事業をピックアップ】 ※ここで掲載している事業は、令和 8 年度予算の一部です。

令和８年度の町税内訳
1　町民税 1 億 9,135 万円
2　固定資産税 3 億 2,651 万円
3　軽自動車税 3,197 万円
4　市町村たばこ税 5,242 万円

合　　計 6 億 225 万円
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学
校
給
食
費
の
徴
収
及
び
管
理
に
関

す
る
事
項
を
明
確
化
す
る
た
め
の
条

例
で
す
。

※
公
会
計
化
…
学
校
徴
収
金
を
学

校
で
は
な
く
自
治
体
の
会
計
に
組
み

入
れ
、
自
治
体
が
徴
収
・
管
理
す
る

制
度
で
す
。

〇�

錦
江
町
過
疎
地
域
持
続
的
発
展

計
画
を
策
定
し
ま
し
た

　

令
和
３
年
度
に
策
定
し
た
錦
江

町
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
が

令
和
７
年
度
を
も
っ
て
計
画
期
間
が

終
了
す
る
た
め
、
新
た
に
令
和
８
年

度
か
ら
令
和
１２
年
度
ま
で
の
５
か
年

間
の
錦
江
町
過
疎
地
域
持
続
的
発

展
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

〇�

花
瀬
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
村
プ
ー

ル
施
設
を
管
理
す
る
指
定
管
理

者
を
指
定
し
ま
し
た

指
定
管
理
者

柴
立
建
設
有
限
会
社

指
定
期
間

令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら

令
和
９
年
３
月
31
日
ま
で

　
令
和
８
年
第
１
回
定
例
会
は
、
３
月
３
日
か
ら
３
月
19
日
ま

で
の
17
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
本
定
例
会
で
は
、
専
決
処
分
２
件
、
補
正
予
算
６
件
、
条
例

改
正
５
件
、
条
例
制
定
１
件
、
同
意
４
件
、
当
初
予
算
７
件
等

を
審
議
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
５
名
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

定例会3月

〇�

錦
江
町
印
鑑
条
例
及
び
錦
江
町

手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま

し
た

　

印
鑑
登
録
証
明
書
、
住
民
票
の
写

し
、
税
に
関
す
る
証
明
書
な
ど
を
、

※
オ
ン
ラ
イ
ン
で
申
請
で
き
る
よ
う

に
す
る
た
め
の
改
正
で
す
。

※
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
に
つ
い
て

　

今
ま
で
は
、
各
種
証
明
を
取
得
す

る
た
め
に
窓
口
で
申
請
し
て
い
た
だ

く
必
要
が
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
は

次
の
２
つ
の
方
法
も
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。

①
窓
口
受
取
（
事
前
予
約
）

　

オ
ン
ラ
イ
ン
で
予
約
後
、
窓
口
で

申
請
手
続
き
な
し
で
証
明
書
を
受

け
取
る
。

②
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
（
郵
送
）

　

オ
ン
ラ
イ
ン
で
申
請
と
支
払
い
を

行
い
、郵
送
で
証
明
書
を
受
け
取
る
。

　

詳
し
く
は
、
住
民
税
務
課
へ
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

下
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、

詳
細
を
確
認
で
き
ま
す
。

〇�

令
和
７
年
度
錦
江
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
９
号
）
の
専
決
処
分

を
承
認
し
ま
し
た

　

衆
議
院
議
員
選
挙
の
実
施
に
伴
う

１
０
０
８
万
５
千
円
の
補
正
で
す
。

〇�

錦
江
町
個
人
番
号
の
利
用
及
び

特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た

　

感
染
症
法
の
改
正
に
伴
い
、
令
和

８
年
６
月
か
ら
予
防
接
種
事
務
を
順

次
デ
ジ
タ
ル
化
し
ま
す
。
任
意
接
種

に
つ
い
て
も
個
人
番
号
を
利
用
し
た

接
種
勧
奨
・
接
種
記
録
・
請
求
事
務

を
行
え
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
改
正

で
す
。

〇�

錦
江
町
子
ど
も
医
療
費
給
付
条

例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た

　

施
設
入
所
や
修
学
な
ど
で
町
外
へ

転
出
し
た
子
ど
も
に
つ
い
て
も
、
保

護
者
が
引
き
続
き
本
町
に
住
民
登

録
し
て
い
る
場
合
は
、
継
続
し
て
本

町
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
改
正

で
す
。

〇�

錦
江
町
花
瀬
自
然
公
園
条
例
の
一

部
を
改
正
し
ま
し
た

　

指
定
管
理
の
期
間
に
つ
い
て
、
指

定
管
理
者
の
要
望
に
柔
軟
に
対
応

し
、
応
募
し
や
す
い
環
境
を
整
備
す

る
た
め
の
改
正
で
す
。

指
定
管
理
者
が
公
園
の
管
理
を
行

う
期
間

改
正
前 　
３
年
間

改
正
後 　
３
年
以
内

〇�

錦
江
町
火
入
れ
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た

　

消
防
組
合
の
火
災
予
防
条
例
の

改
正
に
よ
り
、
令
和
８
年
１
月
１
日

か
ら「
林
野
火
災
注
意
報
」及
び「
林

野
火
災
警
報
」
が
新
設
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
火
入
れ
を
中
止
す
る
要
件

に
こ
れ
ら
の
注
意
報
等
を
加
え
る
た

め
の
改
正
で
す
。

〇�

錦
江
町
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一

部
を
改
正
し
ま
し
た

　

災
害
等
の
非
常
時
に
お
い
て
、
水

道
業
者
を
確
保
し
早
期
復
旧
を
図

る
た
め
、
管
理
者
が
必
要
と
認
め
る

と
き
に
限
り
、
他
の
市
町
村
が
指
定

す
る
水
道
業
者
で
も
給
水
装
置
工

事
を
行
え
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
改

正
で
す
。

〇�
錦
江
町
学
校
給
食
費
に
関
す
る

条
例
を
制
定
し
ま
し
た

　

令
和
８
年
度
か
ら
学
校
給
食
費

を
※
公
会
計
化
す
る
こ
と
に
伴
い
、

専
決
処
分
の
承
認

専
決
処
分
の
承
認

条
例
条
例

策
定
策
定

指
定
管
理
者
の
指
定

指
定
管
理
者
の
指
定

３
月
定
例
会オンライン申請可能に

錦江町印鑑条例及び錦江町手数料条例の一部を改正

4きんこう議会だより 85号



〇�
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た

　

任
期
は
令
和
８
年
４
月
29
日
か
ら

令
和
11
年
４
月
28
日
で
す
。

〇�

教
育
委
員
会
委
員
を
任
命
す
る
こ

と
に
同
意
し
ま
し
た

　

任
期
は
令
和
８
年
４
月
29
日
か
ら

令
和
12
年
４
月
28
日
で
す
。

同
意
同
意

あなたの陳情を審査
内
容

　

11
月
12
日
に
行
わ
れ
た
説
明
会
に
お
い
て
、「
ト
ロ
ピ
カ
ル
ガ
ー
デ
ン

か
み
か
わ
」
の
休
業
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
が
、
令
和
８
年
４
月
か

ら
も
引
き
続
き
営
業
を
継
続
し
て
ほ
し
い
。

１　

�

一
定
数
の
利
用
客
が
あ
り
、
継
続
的
に
利
用
し
て
い
る
現
状
が
あ

る
。

２　

意
欲
の
あ
る
事
業
者
が
指
定
管
理
を
受
け
る
意
思
が
あ
る
。

３　

�

町
の
入
り
口
で
あ
る
神
川
地
区
の
観
光
施
設
を
継
続
す
る
こ
と
は

町
の
発
展
の
た
め
に
非
常
に
有
益
で
あ
る
。

委
員
会
の
意
見

　

当
陳
情
の
審
査
を
通
じ
て
、
地
域
関
係
者
の
当
施
設
に
関
す
る
並
々

な
ら
ぬ
愛
着
と
地
域
活
性
化
に
関
す
る
熱
意
が
感
じ
取
れ
た
こ
と
か
ら
、

当
施
設
の
休
業
期
間
中
に
神
川
地
区
公
民
館
を
は
じ
め
と
し
た
地
域
関

係
者
と
の
協
議
の
場
を
整
え
、
こ
れ
ま
で
の
利
用
者
や
地
域
の
意
欲
の

あ
る
事
業
者
と
の
意
見
交
換
を
十
分
に
行
い
、
今
後
の
当
施
設
の
在
り

方
や
運
営
方
法
に
関
し
て
速
や
か
に
決
定
を
行
っ
て
い
く
こ
と
を
当
委

員
会
と
し
て
望
む
。

ト
ロ
ピ
カ
ル
ガ
ー
デ
ン
か
み
か
わ
の
営
業
継
続
に
つ
い
て

不
採
択
と
す
べ
き
も
の

理
由

　

陳
情
の
趣
旨
は
十
分
理
解
で
き
る
も
の
の
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の

問
題
が
非
常
に
大
き
く
な
っ
て
く
る
こ
と
や
、
令
和
８
年
４
月
か
ら
継

続
営
業
を
行
う
た
め
に
は
、
ボ
イ
ラ
ー
設
備
改
修
や
町
水
道
へ
の
切
り

替
え
工
事
が
必
要
で
あ
り
、
期
間
を
考
え
る
と
現
実
的
で
は
な
い
。

３
月
定
例
会

各種団体の皆さま、議会と意見交換をされませんか
　議会では、町民の皆さんがもっている課題など幅広く意見をうかがい、その対策を町政などに反
映させていくため、意見交換会の開催を議会基本条例で定めています。希望される団体等がありま
したら、議会事務局に申込用紙が準備してありますので、直接申し込むか、もしくはメールで申し
込んでください。
　なお、自治会もしくは町内の団体に限りますので、個人では受付できません。

錦江町議会事務局　☎ 0994-22-3045（直通）
Ｅメールアドレス：gikan-h@town.kinko.lg.jp

寺田　貢治 氏
（栄町自治会）

窪　和人 氏
（昇陽自治会）

田中　弘朗 氏
（平石自治会）

城下　昌弘 氏
（六反田自治会）
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令和８年 第１回定例会

議案番号 案件名
賛否の結果

木
　
下

城
　
下

宿
利
原

久
　
保

落
　
司

染
　
川

小
　
吉

水
　
口

池
　
田

浪
　
瀬

承認第 １ 号
専決処分した事件の承認 

（錦江町印鑑条例及び錦江町手数料条例の一部を改正する条例） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

承認第 ２ 号 専決処分した事件の承認 
（令和７年度錦江町一般会計補正予算（第９号）） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第 １ 号 令和７年度錦江町一般会計補正予算（第 10 号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第 ２ 号 令和７年度錦江町国民健康保険事業特別会計補正予算（第５号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第 ３ 号 令和７年度錦江町後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第３号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第 ４ 号 令和７年度錦江町介護保険事業（保険事業勘定）特別会計補正予算（第
４号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第 ５ 号 令和７年度錦江町水道事業特別会計補正予算（第６号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第 ６ 号 錦江町個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を
改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第 ７ 号 錦江町子ども医療費給付条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第 ８ 号 錦江町花瀬自然公園条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第 ９ 号 錦江町火入れに関する条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

同意第 １ 号 固定資産評価審査委員会委員の選任 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

同意第 ２ 号 固定資産評価審査委員会委員の選任 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

同意第 ３ 号 固定資産評価審査委員会委員の選任 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

同意第 ４ 号 教育委員会委員の任命 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

陳情第 ８ 号 トロピカルガーデンかみかわの営業継続についての陳情書 × × × × × × × × × －

議案第17号 令和７年度錦江町一般会計補正予算（第 11 号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第18号 錦江町水道事業給水条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第19号 錦江町学校給食費に関する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第20号 錦江町過疎地域持続的発展計画の策定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第21号 指定管理者の指定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第10号 令和８年度錦江町一般会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第11号 令和８年度錦江町国民健康保険事業特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第12号 令和８年度錦江町後期高齢者医療事業特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第13号 令和８年度錦江町介護保険事業（保険事業勘定）特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第14号 令和８年度錦江町介護保険事業（サービス事業勘定）特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第15号 令和８年度錦江町水道事業特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案第16号 令和８年度錦江町農業集落排水事業特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

案件に対する議員の賛否の状況

※賛否の表示は、○ : 賛成、× : 反対、欠 : 欠席となっています。
※議長には、表決権がありません。
※案件名の「〇〇について」は省略しています。

３
月
定
例
会
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　令和８年 第１回錦江町議会臨時会

議案番号 案件名
賛否の結果

木
　
下

城
　
下

宿
利
原

久
　
保

落
　
司

染
　
川

小
　
吉

水
　
口

池
　
田

浪
　
瀨

承認第 3 号 専決処分した事件の承認
（令和７年度錦江町一般会計補正予算（第 12 号）） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ －

承認第 4 号 専決処分した事件の承認
（令和７年度錦江町水道事業特別会計補正予算（第７号）） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ －

承認第 5 号 専決処分した事件の承認
（錦江町税条例の一部を改正する条例） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ －

承認第 6 号 専決処分した事件の承認
（錦江町税条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ －

承認第 7 号 専決処分した事件の承認
（錦江町国民健康保険税条例の一部を改正する条例） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ －

議案第22号 町道の路線認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ －

議案第23号 令和７年度第二塩屋橋架替工事請負契約の締結 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ －

案件に対する議員の賛否の状況

　
令
和
８
年
第
１
回
臨
時

会
が
、
４
月
22
日
に
行
わ

れ
、
専
決
処
分
５
件
、
契

約
１
件
等
を
審
議
し
ま
し

た
。

〇�

令
和
７
年
度
錦
江
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
１２
号
）
の
専
決
処
分
を
承

認
し
ま
し
た

　

主
な
も
の
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

【
歳
出
】

・
肝
属
郡
医
師
会
立
病
院
再
整
備
基
金
費

元
金
積
立

　
　
　

５
，
０
６
５
万
２
千
円

〇�

令
和
７
年
度
錦
江
町
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）
の
専
決

処
分
を
承
認
し
ま
し
た

　

主
な
も
の
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

・
他
会
計
補
助
金　
　
　
　

５
５
０
万
円

〇�

錦
江
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し

た
　

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
軽
自
動
車

税
の
環
境
性
能
割
の
廃
止
、
固
定
資
産
税

の
免
税
点
の
見
直
し
等
に
つ
い
て
改
正
す

る
も
の
で
す
。

〇�

錦
江
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た

　

地
方
税
法
の
改
正
に
伴
い
、
軽
自
動
車

税
環
境
性
能
割
の
廃
止
に
つ
い
て
改
正
す

る
も
の
で
す
。

〇�

錦
江
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
し
ま
し
た

　

国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
の
一
部
を
改

正
す
る
政
令
に
よ
り
、
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
制
度
が
新
設
さ
れ
、
国
民
健
康
保

険
税
の
賦
課
項
目
、
限
度
額
及
び
軽
減
判

定
の
見
直
し
等
に
伴
う
改
正
で
す
。

〇
次
の
区
域
を
町
道
に
認
定
し
ま
し
た

路
線
名　

町
道
街
路
６
号
支
線

起
点　

�
錦
江
町
大
字
馬
場�

字
木
場
上
４
２
２
番
地
１３
先

終
点　

�

錦
江
町
大
字
馬
場�

字
木
場
上
４
２
２
番
地
１３
先

延
長　

１
０
９
．
４
ｍ

幅
員　

４
．
１
ｍ
～
４
．
３
ｍ

　

馬
場
地
区
に
建
築
中
の
子
育
て
支
援

住
宅
敷
地
内
に
新
設
す
る
道
路
で
す
。

〇�

第
二
塩
屋
橋
架
替
工
事
に
係
る
請
負

契
約
を
締
結
し
ま
し
た

　

・
契
約
の
方
法　条

件
付
き
一
般
競
争
入
札

（
事
前
審
査
型
）

・
契
約
金
額　
　
　

１
億
５
２
９
０
万
円

・
契
約
の
相
手
方　

株
式
会
社　

矢
崎
組

専
決
処
分
の
承
認

専
決
処
分
の
承
認

町
道
の
路
線
認
定

町
道
の
路
線
認
定

契
約
契
約

臨時会4月

４
月
臨
時
会

※賛否の表示は、○ : 賛成、× : 反対、欠 : 欠席となっています。
※議長には、表決権がありません。
※案件名の「〇〇について」は省略しています。
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生活者・事業者応援プレミアム商品券事業
1,035万円などを可決

一般会計、特別会計の補正予算を原案のとおり可決しました。主なものは次の通りです。
※（）内は予算総額です。

新規就農者支援事業
▲ 820 万 2 千円（1,425 万 5 千円）
新規就農者に対して就農後の定着を図るた
めの支援において当初３名で予算計上して
いたが、１名の申請であったため減額

生活者・事業者応援プレミアム商品券事業
1,035 万円（1,035 万円）

物価高騰による消費者の生活支援及び商
工業者の販売促進並びに経営の安定を図
るための事業（プレミアム率 30％）

● 一般会計

肝属郡医師会立病院再整備基金
9,959 万 3 千円（1 億 886 万 1 千円）
肝属郡医師会立病院再整備に資するための
基金の積立

池田分団消防車庫整備事業
3,500 万円（3,800 万円）

老朽化している池田分団詰所の移転及び車
庫の建て替えに係る経費

旧宿利原小学校改修事業
150 万円（1,080 万円）

消防法対応による設備変更等に伴う改修費
の増額

本庁急傾斜地崩壊対策事業
125 万円（575 万円）

急傾斜地地域の改良により、人命の安全や
財産の保全を図るための事業

猫の不妊去勢手術助成事業
84 万円（164 万円）

猫の不妊去勢手術を実施する個人・団体に
対して補助金交付の実績による増額

町有施設整備基金費
1 億 6,854 万 5 千円（1 億 7,316 万 5 千円）
大規模な町有施設の整備及び改修等の資金
に充てるための基金の積立

● 介護保険事業
居宅介護サービス計画給付費

▲ 300 万円（3,269 万 8 千円）
介護支援員によるケアプラン作成に対する給
付費の今後執行見込による減額

地域密着型介護サービス給付費
40 万円（100 万円）

要支援者の地域密着型介護予防サービスに
対する給付費の今後執行見込による減額

● 国民健康保険事業
基金積立金

3,000 万円（3,000 万円）
国民健康保険基金への積立金

療養給付費
▲ 9,626 万 8 千円（8 億 1,545 万 2 千円）
一般被保険者に係る療養給付費の減額

● 水道事業
原水及び浄水費（修繕費）

50 万円（4,731 万 3 千円）
浄水場関連施設・設備の維持管理に要する費用

● 後期高齢者医療事業
後期高齢者医療広域連合給付金

▲ 706 万 2 千円（1 億 3,966 万円）
被保険者保険料と保険基盤安定金の減額

３
月
定
例
会

8きんこう議会だより 85号



二次元コードから
各議員の一般質問の

動画を閲覧できます。

町政にズバッと切り込む！

３月定例会では、５名の議員より一般質問が行われました。
※質問及び答弁については、要旨を掲載しております。　※通告順に掲載しています。

８のテーマ

・�医師会立病院の医療ス
タッフ及び医療機器の
拡充について

・公営企業会計に関して
・災害復旧に関して

・�自然再生エネルギーの
今後の活用について

・商工業の振興について

・施政方針について

・�肝属郡医師会立病院診
療科の増設について

・住宅の耐震化補助金について

10ページ

12ページ

11ページ

13ページ

14ページ

池
い け

田
だ

 行
ゆ き の り

德 議員

久
く

保
ぼ

 勇
ゆ う

太
た

 議員

染
そ め

川
か わ

 金
か ね

治
は る

 議員

落
お と

司
し

 道
み ち

子
こ

 議員

城
じょうの

下
し た

 佳
か

代
よ

子
こ

 議員

一般質問とは

　議員が町政全般について提案や質問を行うもので、持ち時間は１人 60分です。
　掲載している内容は、質問者自身が要約し、議会報編集委員が校正したものです。
　会議録は錦江町ホームページからもご覧いただけます。　

　　　　　　　　　　　　ホームページでご覧いただける会議録はこちらから→
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病院運営の長期安定に向けて協力

病院再整備
医療スタッフ、機器の拡充への関わりは

池田 行德 議員

一
般
質
問

こ
こ
が
聞
き
た
い 

Q
＆
A

新病院の概要

 

脳
や
心
臓
の
診
療
に
つ
い
て
、
必

要
な
Ｍ
Ｒ
Ｉ
や
Ｃ
Ｔ
、
エ
コ
ー
機
器
の

充
実
に
つ
い
て
、
町
と
し
て
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

 

町
長　
町
と
し
て
は
、
こ
の
地
域

の
医
療
に
必
要
な
機
器
を
優
先
し
て
整

備
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
た
い

と
思
う
。

　
医
療
機
器
等
は
年
次
計
画
に
基
づ
き

更
新
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
エ
コ
ー

等
に
つ
い
て
は
、
令
和
８
年
度
に
１
台

購
入
す
る
予
定
で
、
Ｃ
Ｔ
と
Ｍ
Ｒ
Ｉ
に

つ
い
て
は
、
医
療
機
器
補
助
金
で
更
新

す
る
計
画
で
現
在
機
種
を
検
討
中
と
の

こ
と
で
あ
る
。

 

リ
ハ
ビ
リ
に
供
す
る
療
法
機
器
に

つ
い
て
、
十
分
な
整
備
が
図
ら
れ
る
よ

う
、
町
と
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

 

町
長　
町
と
し
て
は
、
医
療
機
器

と
同
様
に
、
こ
の
地
域
に
必
要
な
機
器

を
優
先
し
て
整
備
し
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
た
い
。

　
補
助
金
で
購
入
を
計
画
し
て
い
る
リ

ハ
ビ
リ
機
器
は
、
横
に
な
っ
て
ス
ト

レ
ッ
チ
や
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
筋
力
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
や
バ
ラ
ン
ス
訓
練
で
使
用
す
る

マ
ッ
ト
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
９
台
と
、

筋
力
強
化
や
柔
軟
性
、
動
作
能
力
の
回

復
を
図
る
た
め
の
肋
木
１
台
を
更
新
す

る
予
定
で
あ
る
。
リ
ハ
ビ
リ
機
器
に
つ

い
て
は
、
エ
ア
ロ
バ
イ
ク
は
今
年
度
３

月
に
購
入
、
低
周
波
治
療
器
は
次
年
度

以
降
に
病
院
の
予
算
で
更
新
さ
れ
る
予

定
で
あ
る
。

池
田
議
員 

令
和
９
年
７
月
に
、
地

上
４
階
病
床
数
１
３
２
床
、
駐
車
場

３
０
６
台
と
い
う
病
院
が
開
設
の
予
定

で
あ
る
。

　
建
設
に
当
た
っ
て
は
、
国
や
県
、
ま

た
地
元
関
係
の
県
議
会
議
員
、
国
会
議

員
の
方
々
に
も
大
変
お
世
話
に
な
り
、

感
謝
し
て
い
る
。

　
錦
江
町
及
び
南
大
隅
町
に
お
け
る
唯

一
の
入
院
可
能
な
病
院
と
し
て
、
地
域

住
民
を
支
え
る
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
窓
口

と
な
り
、
受
診
し
や
す
い
地
域
密
着
型

の
病
院
体
制
と
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
す

る
。

 
医
師
会
立
病
院
の
医
療
ス
タ
ッ
フ

及
び
医
療
機
器
の
拡
充
に
つ
い
て
、
開

業
ま
で
約
１
年
に
迫
る
医
師
会
立
病
院

に
つ
い
て
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
や
医
療
機

器
の
拡
充
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
町
と
し

て
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
く
考
え

か
。 

町
長　
医
療
ス
タ
ッ
フ
や
医
療
機

器
の
拡
充
に
つ
き
ま
し
て
、
医
師
会
立

病
院
に
問
合
せ
た
と
こ
ろ
、
医
療
ス

タ
ッ
フ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
病
院
開

院
時
の
１３
診
療
科
及
び
１
３
２
病
床

を
運
営
す
る
医
師
及
び
看
護
師
等
の
ス

タ
ッ
フ
は
確
保
で
き
る
見
込
み
と
の
こ

と
で
あ
る
。

　

医
療
機
器
に
つ
き
ま
し
て
、
両
町

か
ら
医
療
機
器
補
助
金
を
６
億
７
，

７
３
４
万
円
の
予
算
の
中
で
優
先
順
位

を
決
め
購
入
す
る
計
画
で
、
両
町
の
補

助
金
で
購
入
で
き
な
い
も
の
に
つ
い
て

は
、
現
在
使
用
し
て
い
る
機
器
の
移
設

や
開
院
後
年
次
的
に
整
備
す
る
な
ど
し

て
、
病
院
運
営
に
支
障
を
き
た
さ
な
い

よ
う
に
し
て
い
く
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
南
隅
の
地
域
に
入
院
で
き
る
病
院
が

必
要
と
い
う
こ
と
で
、
南
大
隅
町
と
両

町
で
７４
億
５
，
０
０
０
万
円
と
い
う

多
額
の
税
金
を
投
資
し
て
整
備
す
る
病

院
で
あ
る
の
で
、
病
院
運
営
が
長
期
に

渡
っ
て
安
定
し
て
続
け
ら
れ
る
よ
う
協

力
し
て
ま
い
り
た
い
。

 

腎
臓
透
析
に
要
す
る
機
材
や
ス

タ
ッ
フ
に
つ
い
て
、
南
隅
地
域
全
体
の

患
者
に
で
き
る
限
り
対
応
で
き
る
体
制

が
整
え
ら
れ
る
よ
う
、
町
と
し
て
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

 

町
長　
新
病
院
の
透
析
室
は
、
現

在
の
病
院
と
同
じ
ベ
ッ
ド
18
床
、
う
ち

２
室
は
個
室
に
な
る
予
定
で
あ
る
。

　
町
外
の
病
院
で
透
析
治
療
さ
れ
て
い

る
患
者
さ
ん
に
つ
い
て
は
、
通
院
時
間

や
経
済
的
な
面
で
も
大
き
な
負
担
に

な
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
る
の
で
、
新

病
院
で
の
治
療
を
希
望
さ
れ
る
患
者
さ

ん
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
だ
け
受
入
れ

て
い
た
だ
く
よ
う
要
望
し
て
い
き
た

い
。

場 所 錦江町城元（南部消防署付近）

面 積 敷地面積：15,768㎡
延床面積：9,196㎡（病院本体）

建物階数 4階建（鉄筋コンクリート造）

病 床 数

132床
地域包括ケア病棟 50床
障害者施設等病棟 47床
療養病棟　　　　35床

診 療 科
13診療科

内科、脳神経内科、循環器内科、
呼吸器内科、糖尿病内科、血液内
科、外科、消化器内科、肝臓内科、
整形外科、眼科、泌尿器科、透析
内科

整 備 費
合 計

約 74億 5,700 万円
うち建設工事費
約 50億 7,500 万円

町 長
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今後も施設の安定稼働を図り、引き続き運用する

自然再生エネルギー
木質バイオマス発電施設の今後の稼働期間は

染川 金治 議員

一
般
質
問

こ
こ
が
聞
き
た
い 

Q
＆
A

 

施
政
方
針
に
お
い
て
事
業
承
継
に

つ
い
て
「
次
世
代
へ
引
き
継
ぐ
た
め
の

金
銭
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
補
助

制
度
に
よ
り
支
援
す
る
」
と
述
べ
ら
れ

た
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
制
度
設

計
を
想
定
し
て
い
る
か
。

 

町
長　
事
業
を
譲
り
受
け
る
者
を

対
象
に
鹿
児
島
県
事
業
承
継
引
継
ぎ
支

援
セ
ン
タ
ー
等
の
公
的
支
援
機
関
か
ら

の
支
援
を
受
け
る
こ
と
を
条
件
に
、
店

舗
改
修
費
、
設
備
備
品
購
入
費
な
ど
の

経
費
に
対
し
て
、
３
分
の
２
以
内
、
最

大
２
０
０
万
円
を
支
援
す
る
内
容
と

な
っ
て
い
る
。

 

商
工
会
館
は
建
築
か
ら

４０
数
年
が

経
ち
、
耐
震
も
さ
れ
て
い
な
い
。
県
の

商
工
会
連
合
会
理
事
会
に
対
し
て
も
、

耐
震
も
含
め
た
長
寿
命
化
の
事
業
を
要

望
し
た
。

　
解
体
と
な
っ
た
場
合
、
ア
ス
ベ
ス
ト

が
含
ま
れ
て
い
れ
ば
、
物
価
高
騰
で

１
億
円
を
超
え
る
状
況
で
あ
る
た
め
、

長
寿
命
化
の
方
向
で
検
討
し
て
も
ら
う

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

 
町
長　
町
と
商
工
会
の
間
で
現
在

の
会
館
を
改
修
し
て
再
利
用
す
る
長
寿

命
化
に
つ
い
て
の
協
議
は
行
っ
て
お
ら

ず
、
現
段
階
で
要
望
も
い
た
だ
い
て
い

な
い
。

 

商
工
会
か
ら
要
望
が
あ
っ
た
場
合

に
、
長
寿
命
化
に
向
け
た
協
議
を
し
て

い
く
と
い
う
考
え
は
な
い
か
。

 

町
長　
支
援
も
含
め
て
長
寿
命
化

を
図
る
と
な
る
と
、
多
額
の
費
用
が
か

か
る
と
思
う
。
最
終
的
に
は
商
工
会
の

考
え
を
尊
重
し
た
い
。

　
令
和
６
年
９
月
に
商
工
会
か
ら
移
転

の
申
出
が
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
対
応

し
て
い
る
。

染
川
議
員 

商
工
会
は
営
利
団
体
で
は

な
く
、
町
や
地
域
の
活
性
化
な
ど
様
々

な
面
で
貢
献
し
て
い
る
。
町
の
活
性
化

の
た
め
に
も
寄
与
し
て
い
る
組
織
が
、

い
い
形
で
継
続
で
き
る
よ
う
な
方
法
を

町
と
様
々
な
面
で
協
議
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

 
平
成
３０
年
度
に
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

資
源
の
持
続
的
活
用
に
よ
る
再
生
エ

ネ
ル
ギ
ー
導
入
事
業
の
計
画
を
策
定

し
、
日
本
環
境
技
研
株
式
会
社
に
１
，

４
４
６
万
１
，
２
０
０
円
で
委
託
し

た
。
Ｃ
Ｏ
²
削
減
の
た
め
導
入
し
た
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
だ
が
、
多
額
の
維

持
管
理
費
を
毎
年
要
し
て
い
る
状
況
で

あ
る
。
今
後
、
本
施
設
を
ど
の
程
度
の

期
間
稼
働
さ
せ
る
方
針
で
あ
る
か
。

 

町
長　
施
設
の
年
間
の
維
持
管
理

に
関
わ
る
経
費
は
、
１
，
４
０
０
万

円
程
度
で
、
平
均
稼
働
率
は
、
令
和

８
年
２
月
末
現
在
で
ご
指
摘
の
よ
う

に
５８
％
程
度
で
あ
る
。
地
球
温
暖
化

防
止
対
策
の
Ｃ
Ｏ
²
削
減
に
寄
与
す

る
施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も

管
理
運
営
委
託
事
業
者
と
連
携
し
て
、

施
設
の
安
定
稼
働
を
図
り
な
が
ら
、

引
き
続
き
運
用
し
て
い
き
た
い
。

 

高
温
・
高
熱
で
２４
時
間
３
６
５
日

稼
働
し
て
お
り
、
３
年
か
ら
４
年
で
エ

ン
ジ
ン
を
交
換
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
聞
い
た
が
、
会
社
に
状
況
の
報
告
や

説
明
を
し
て
、
意
見
や
指
導
、
助
言
を

し
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
る
か
。

 

産
業
建
設
課
長　
直
接
町
か
ら
日

本
環
境
技
研
株
式
会
社
に
問
合
せ
を
し

た
こ
と
は
な
い
。

 

耐
用
年
数
ま
で
稼
働
す
れ
ば
、
維

持
管
理
費
が
莫
大
に
な
る
と
思
わ
れ
る

が
、
Ｃ
Ｏ
²
削
減
と
維
持
管
理
費
の
費

用
対
効
果
は
ど
う
か
。
見
直
し
を
検
討

し
た
ほ
う
が
い
い
と
思
う
が
、
町
の
判

断
を
伺
い
た
い
。

 

町
長　

令
和
８
年
の
12
月
末
時

点
で
残
存
価
格
が
１
億
２
８
０
万
円

ほ
ど
、
補
助
金
返
還
見
込
額
が
７
，

７
０
０
万
円
ほ
ど
に
な
る
と
見
込
ん
で

い
る
。
15
年
が
耐
用
年
数
と
考
え
て
い

る
の
で
、
令
和
17
年
12
月
ま
で
は
運
用

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
。今
後
、

費
用
対
効
果
や
新
た
な
Ｃ
Ｏ
²
吸
収
削

減
、
そ
う
い
っ
た
も
の
も
複
合
的
に
検

討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

維
持
管
理
費
が
収
入
に
対
し
て
極

端
に
少
な
く
、
耐
用
年
数
も
５０
年
前

後
の
長
期
運
用
が
可
能
と
さ
れ
る
水
力

発
電
に
つ
い
て
、
行
政
負
担
を
伴
わ
ず

民
間
組
織
が
導
入
を
計
画
し
、
本
町
に

メ
リ
ッ
ト
が
見
込
ま
れ
る
場
合
、
町
と

し
て
協
力
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

 

町
長　
今
後
、
事
業
化
に
向
け
た

取
組
が
進
め
ら
れ
、
町
に
協
力
要
請
が

あ
っ
た
場
合
は
支
援
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

事
業
承
継
の
具
体
的
な
制
度
設
計
は

商工業の
振興

事
業
承
継
の
補
助
金
制
度
を

令
和
７
年
６
月
か
ら
開
始
し
て
い
る

町　長

町 長
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更なる経営改善の必要がある

公営企業会計
公営企業会計の経営状況を伺う

久保 勇太 議員

一
般
質
問

こ
こ
が
聞
き
た
い 

Q
＆
A

 

国
道
２
６
９
号
の
崩
落
災
害
か
ら

数
か
月
経
過
し
て
い
る
が
、
開
通
の
見

通
し
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
現
場

は
10
月
末
か
ら
変
化
が
な
い
が
、
な
ぜ

こ
の
よ
う
に
長
期
化
し
て
い
る
の
か
。

 

町
長　
町
と
し
て
も
、
道
路
管
理

者
で
あ
る
鹿
児
島
県
へ
早
期
復
旧
へ
の

要
望
を
続
け
て
き
た
。

　
長
期
化
の
理
由
は
、
当
該
地
区
は
地

籍
調
査
の
未
実
施
地
区
で
あ
り
、
用
地

取
得
に
必
要
な
境
界
確
認
に
時
間
を
要

し
、
加
え
て
相
続
関
係
者
が
多
数
い
る

こ
と
も
あ
り
、
全
員
の
承
諾
が
現
時
点

で
は
終
了
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
。
現
時
点
で
見
通
し
は
立
っ
て

い
な
い
。

 

国
道
２
６
９
号
は
一
度
災
害
が
発

生
す
る
と
相
当
期
間
の
交
通
規
制
が
な

さ
れ
、
災
害
が
頻
発
す
る
と
本
町
の
み

な
ら
ず
南
隅
地
域
全
体
の
人
口
減
少
に

拍
車
が
か
か
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

対
策
に
係
る
国
や
県
へ
の
要
望
活
動
を

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
か
。

 
町
長　
災
害
に
強
い
防
災
道
路
の

実
現
に
向
け
て
、町
村
会
で
あ
っ
た
り
、

大
隅
総
合
開
発
期
成
会
へ
の
要
望
を
は

じ
め
、
国
・
県
や
地
元
選
出
の
国
会
議

員
を
含
め
県
議
会
議
員
等
に
も
必
要
性

を
強
く
要
望
し
て
ま
い
り
た
い
。

 

大
隅
縦
貫
道
は
４
市
５
町
の
大
隅

総
合
開
発
期
成
会
を
中
核
と
し
た
各
関

係
者
の
長
年
の
各
種
推
進
運
動
に
よ

り
、実
現
に
至
っ
た
と
理
解
し
て
い
る
。

国
道
２
６
９
号
の
強
靭
化
対
策
や
半
島

防
災
の
実
現
を
図
る
関
係
か
ら
、
鹿
屋

市
を
含
む
南
隅
地
域
に
お
い
て
、
国
道

２
６
９
号
の
強
靭
化
に
関
す
る
何
ら
か

の
推
進
協
議
体
を
組
織
す
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

 

町
長　
重
要
な
こ
と
で
あ
り
、
協

議
会
等
が
望
ま
し
い
の
か
南
大
隅
町
と

ど
う
い
う
ふ
う
に
詰
め
て
い
く
の
か
、

そ
し
て
鹿
屋
市
と
の
連
携
と
い
う
形
で

協
議
会
等
を
設
置
で
き
る
の
で
あ
れ

ば
、
そ
れ
は
非
常
に
私
ど
も
と
し
て
も

あ
り
が
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

 
本
町
に
お
け
る
公
営
企
業
会
計
（
水

道
事
業
並
び
に
農
業
集
落
排
水
事
業
）
の

経
営
状
況
を
伺
う
。

 

町
長　
水
道
事
業
特
別
会
計
は
、
令

和
６
年
度
の
経
常
収
支
比
率
は
１
０
４
％

で
あ
り
、
健
全
な
経
営
状
況
に
あ
る
が
、

他
会
計
か
ら
の
補
助
金
、
法
定
外
の
繰
入

れ
等
を
考
え
、
人
口
減
少
に
よ
り
維
持
管

理
費
用
が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
等
も
鑑

み
、
更
な
る
経
営
改
善
を
図
っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

　

農
業
集
落
排
水
特
別
会
計
は
令
和
６

年
度
の
決
算
で
は
、
営
業
収
益
で
３
，

１
２
０
万
の
赤
字
、
営
業
外
収
益
で
３
，

９
８
３
万
の
黒
字
で
、
全
体
と
し
て
の
経

常
利
益
は
８
６
２
万
の
黒
字
と
な
っ
た
。

 

現
在
の
料
金
体
系
で
今
後
健
全
な
経

営
を
達
成
し
て
い
け
る
見
通
し
が
立
っ
て

い
る
か
。

 

町
長　
水
道
事
業
は
経
費
を
水
道
料

金
の
収
入
だ
け
で
は
賄
え
て
い
な
い
状
況

で
あ
り
、
経
営
の
健
全
化
を
図
る
た
め
に

は
更
な
る
経
費
の
削
減
に
努
め
る
と
と
も

に
、
料
金
改
定
の
検
討
を
始
め
る
必
要
が

あ
る
。

　

農
業
集
落
排
水
事
業
は
、
施
設
の
利
用

料
金
は
、
平
成
27
年
度
に
使
用
料
金
を

11
％
程
度
値
上
げ
す
る
と
と
も
に
、
修
繕

費
や
光
熱
費
等
の
経
費
を
削
減
し
、
持
続

的
に
経
営
を
維
持
で
き
る
よ
う
努
め
て
い

る
。 

国
で
は
、
持
続
可
能
な
水
道
事
業
を

展
開
す
る
た
め
に
、
広
域
連
携
を
前
提
と

し
た
水
道
企
業
団
や
、
分
散
型
の
水
道
シ

ス
テ
ム
の
形
成
を
後
押
し
し
て
い
る
。
本

町
と
し
て
は
、
水
道
事
業
を
維
持
す
る
た

め
に
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

 

町
長　
国
で
は
２
０
１
８
年
水
道
法

の
改
正
に
伴
い
、
広
域
連
携
が
推
進
さ
れ

て
お
り
、
県
で
も
令
和
５
年
に
鹿
児
島
県

水
道
広
域
化
推
進
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
連

携
を
後
押
し
し
て
い
る
が
、
肝
属
地
区
水

道
協
議
会
で
は
、
現
段
階
で
具
体
的
な
連

携
に
つ
い
て
の
協
議
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
分
散
型
水
道
シ
ス
テ
ム
で
は
、

国
庫
支
援
が
あ
り
、
加
入
者
が
負
担
を
し

て
い
た
だ
け
る
の
で
あ
れ
ば
進
め
て
ま
い

り
た
い
。

国
道
２
６
９
号
の
開
通
見
通
し
は

災害
復旧

現
時
点
で
見
通
し
は
立
っ
て
い
な
い

町　長

「水道広域化推進プラン」を基に作成

令和８年５月現在の崩落現場

町 長
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高
め
る
こ
と
で
、
地
域
全
体
の
力
を
維

持
し
、
高
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
状

態
を
表
し
て
い
る
。

 

「
筋
肉
質
な
」
と
い
う
言
葉
は
、

強
さ
や
高
い
基
準
を
強
い
る
印
象
を
与

え
な
い
か
。
で
き
な
い
人
が
選
別
さ
れ

る
の
で
は
な
い
か
、
と
の
不
安
を
抱
か

せ
て
し
ま
う
懸
念
が
あ
る
と
思
う
が
。

 

町
長　
決
し
て
峻
別
を
意
図
し
た

も
の
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
認
知
症
の

方
が
雑
巾
を
役
場
に
贈
呈
し
た
り
、
共

に
野
菜
を
植
え
た
り
す
る
活
動
が
あ

る
。枠
か
ら
外
す
の
で
は
な
く
、フ
レ
ー

ム
の
中
を
作
り
直
し
、
そ
の
方
が
活
躍

で
き
る
場
所
を
作
っ
て
い
く
こ
と
。
こ

れ
も
、
筋
肉
質
な
ま
ち
づ
く
り
の
一
つ

で
あ
る
。

 「
や
わ
ら
か
な
定
住
」
と
は
。

 

町
長　
都
市
部
と
地
域
を
行
き
来

す
る
二
地
域
居
住
な
ど
、
多
様
で
段
階

的
な
関
わ
り
方
を
通
じ
て
、
本
町
と
の

関
係
性
を
深
め
て
い
く
、
新
し
い
定
住

の
考
え
方
で
あ
る
。

 

「
世
界
基
準
の
人
材
」
と
は
。
子

ど
も
た
ち
の
気
持
ち
も
、
し
っ
か
り
考

え
た
上
で
の
「
世
界
基
準
」
な
の
か
。

 

町
長　
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
等
を
開
催
し
て
い
る
が
、
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
分
野
の
仕
事
に
就
き

た
い
、
と
い
う
子
ど
も
も
多
い
。

　

今
回
、
プ
ロ
の
監
督
と
共
に
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
の
短
編
映
像
を
制
作
す

る
。
第
三
者
に
評
価
さ
れ
る
場
に
提
出

し
、
地
方
で
も
で
き
る
こ
と
を
子
ど
も

た
ち
に
体
験
さ
せ
た
い
。
そ
れ
に
は
、

世
界
的
な
基
準
で
の
人
材
育
成
と
考

え
、
そ
う
い
っ
た
言
葉
を
使
っ
た
。

 
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
に
は
、
６

社
の
企
業
が
進
出
。
ま
た
、
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
事
業
を
利
用
し
、
来
町
す
る
ク

リ
エ
イ
タ
ー
が
増
え
て
い
る
、
と
の
こ

と
。

　

彼
ら
が
本
町
の
ど
こ
に
魅
力
を
感

じ
、
活
動
の
場
に
選
ん
だ
と
認
識
し
て

い
る
か
。

 

町
長　
魅
力
は
主
に
２
つ
。
一
つ

目
は
、
自
然
の
豊
か
さ
や
落
ち
着
い
た

生
活
環
境
、
地
域
の
方
と
の
距
離
の
近

さ
な
ど
、
地
方
な
ら
で
は
の
良
さ
。
二

つ
目
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
や
進
出

企
業
に
よ
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
な
ど
、
新
し

い
こ
と
に
挑
戦
で
き
る
環
境
づ
く
り
の

取
組
み
が
あ
る
こ
と
。

　
本
町
の
持
つ
地
域
性
と
、
挑
戦
す
る

方
々
を
応
援
す
る
ま
ち
づ
く
り
が
魅
力

に
な
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

 

実
際
に
活
動
さ
れ
る
中
で
の
要
望

等
は
把
握
し
て
い
る
の
か
。

 

町
長　
特
に
要
望
等
は
な
い
が
、

一
次
産
業
の
方
と
の
交
流
や
、
学
校
跡

地
の
視
察
機
会
の
確
保
な
ど
、
適
宜
対

応
し
て
い
る
。

 

地
域
の
方
々
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と

関
係
性
を
築
く
た
め
の
、
つ
な
ぐ
支
援

の
仕
組
み
は
あ
る
の
か
。

 

町
長　
移
住
だ
け
を
目
的
に
進
め

る
の
は
、非
常
に
危
険
と
思
っ
て
い
る
。

特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同
組
合
は
、

つ
な
ぐ
た
め
の
い
い
窓
口
に
な
っ
て
い

る
。　

　
ま
た
、
令
和
８
年
度
か
ら
は
、
町
民

と
の
仕
事
や
交
流
を
体
験
す
る
「
体
験

型
就
労
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」を
実
証
し
、

マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

 

所
信
表
明
や
施
政
方
針
の
中
に
、

「
筋
肉
質
な
錦
江
町
」「
や
わ
ら
か
な
定

住
」「
世
界
基
準
の
人
材
」
と
あ
る
。

言
葉
の
捉
え
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
あ

り
、解
釈
が
多
岐
に
わ
た
る
と
考
え
る
。

　
「
筋
肉
質
な
錦
江
町
」
と
は
。

 

町
長　
抽
象
的
す
ぎ
て
理
解
し
づ

ら
く
な
っ
た
点
は
反
省
し
て
い
る
。

　
一
人
ひ
と
り
が
知
力
や
経
済
力
、
地

域
参
加
力
を
発
揮
し
、
個
々
の
能
力
を

個々の能力を高め、地域全体の力を維持・向上させていくまち

施政方針
「筋肉質な錦江町」とは

落司 道子 議員

一
般
質
問

こ
こ
が
聞
き
た
い 
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助
を
お
願
い
す
る
。
こ
れ
ま
で
錦
江
町

で
は
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
地
震

は
な
い
が
、
耐
震
診
断
を
し
て
自
宅
の

耐
震
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
避
難
し

な
く
て
も
自
宅
で
住
み
続
け
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
何
よ
り
で
あ
る
。
現
在
で

は
、
低
価
格
の
工
事
方
法
も
あ
る
。
リ

フ
ォ
ー
ム
補
助
金
は

２０
万
円
以
上
と

な
っ
て
い
る
が
、
低
価
格
工
法
に
つ
い

て
も
町
で
考
え
て
い
た
だ
き
補
助
制
度

も
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

 

町
長　
居
住
ス
ペ
ー
ス
も
し
く
は

寝
室
等
に
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
を
設
置
す

る
支
援
を
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
の

で
そ
の
よ
う
な
メ
ニ
ュ
ー
も
考
え
て
い

き
た
い
。

城
下
議
員 

シ
ェ
ル
タ
ー
的
な
一
室
を

確
保
す
る
方
法
と
か
、
住
み
な
が
ら
そ

こ
ま
で
お
金
を
か
け
な
く
て
も
で
き
る

工
法
も
あ
る
よ
う
な
の
で
、
ぜ
ひ
耐
震

診
断
や
工
法
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ

き
た
い
。

 

町
で
は
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル

は
策
定
し
て
あ
る
が
、
具
体
的
に
子
ど

も
や
高
齢
者
、
女
性
専
用
備
品
な
ど
に

つ
い
て
伺
う
。

 

町
長　

避
難
所
運
営
用
に
ワ
ン

タ
ッ
チ
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
、
折
り
畳
み

簡
易
ベ
ッ
ド
、
毛
布
、
簡
易
ト
イ
レ
、

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
式
発
電
機
な
ど
の
資

機
材
、
食
料
は
ア
ル
フ
ァ
ー
化
米
レ
ト

ル
ト
お
粥
、
飲
料
水
な
ど
を
計
画
的
に

確
保
し
て
い
る
。

　
高
齢
者
に
特
化
し
た
備
蓄
品
、
特
に

子
ど
も
用
の
食
料
に
つ
い
て
は
確
保
し

て
い
な
い
。
理
由
と
し
て
は
長
期
保
存

な
ど
備
蓄
に
向
か
な
い
た
め
。
高
齢
者

の
お
む
つ
等
は
各
自
サ
イ
ズ
が
違
う
た

め
自
分
で
準
備
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

乳
幼
児
用
の
お
む
つ
は
、
今
後
最
低
限

の
備
蓄
を
行
う
。

 

各
家
庭
で
も
あ
る
程
度
準
備
さ
れ

て
い
る
と
考
え
る
が
、
お
む
つ
用
品
、

女
性
の
生
理
用
品
な
ど
様
々
な
備
蓄
品

が
不
足
す
る
と
考
え
る
が
、
町
と
し
て

考
え
て
い
る
こ
と
は
あ
る
か
。

 

町
長　
様
々
な
避
難
パ
タ
ー
ン
を

考
え
な
が
ら
備
蓄
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
、
ま
ず
は
７２
時
間
を
過
ご

す
た
め
の
ス
テ
ッ
プ
、
そ
れ
以
降
の
ス

テ
ッ
プ
と
２
段
階
で
考
え
て
お
く
必
要

が
あ
る
。

城
下
議
員 

大
人
は
備
品
が
な
く
て
も

理
解
で
き
る
が
、
乳
幼
児
の
備
品
は
な

い
と
待
っ
て
は
く
れ
な
い
の
で
考
え
て

い
た
だ
き
た
い
。

 
令
和
９
年
７
月
開
業
の
医
師
会
立
病

院
に
小
児
科
、
耳
鼻
咽
喉
科
の
設
置
に

つ
い
て
、
町
と
し
て
働
き
か
け
る
考
え

は
な
い
か
。

 

町
長　

鹿
児
島
県
に
お
い
て
は

特
に
小
児
科
医
が
少
な
く
、
肝
属

圏
域
は
下
位
に
位
置
し
て
い
る
。
ま

た
、
耳
鼻
咽
喉
科
の
医
師
に
つ
い
て

も
全
国
平
均
を
下
回
る
状
況
で
あ
る
。�

　
医
師
会
立
病
院
へ
赴
任
す
る
医
師
で

総
合
診
療
医
を
目
指
す
方
が
増
え
て
お

り
、
可
能
な
範
囲
で
小
児
・
耳
鼻
咽
喉

科
領
域
の
診
療
を
期
待
し
て
お
り
、
引

き
続
き
病
院
の
医
師
確
保
に
協
力
し
て

い
く
。

 

昭
和
56
年
の
病
院
開
院
当
時
、
小

児
科
は
存
在
し
て
い
た
が
、
一
番
最
初

に
な
く
な
っ
た
。
ま
た
、
以
前
は
町
内

で
子
ど
も
の
予
防
接
種
が
で
き
て
い
た

が
、
現
在
は
鹿
屋
市
の
小
児
科
ま
で
行

か
な
け
れ
ば
で
き
な
い
。
週
に
一
回
で

も
、
ま
た
県
立
鹿
屋
病
院
か
ら
来
て
い

た
だ
く
乳
幼
児
の
健
診
時
で
も
よ
い
の

で
、
小
児
科
・
耳
鼻
咽
喉
科
の
増
設
の

要
望
は
で
き
な
い
か
。

 

町
長　
医
師
の
地
域
偏
在
も
あ
り
肝

属
圏
域
で
は
小
児
科
、
産
婦
人
科
医
の

招
聘
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
鹿
屋
市

に
は
耳
鼻
咽
喉
科
が
現
在
４
件
し
か
な

い
た
め
地
域
枠
の
医
師
と
し
て
確
保
し

て
い
け
れ
ば
と
い
う
現
状
で
あ
り
、
南

隅
地
域
ま
で
は
難
し
い
の
で
は
と
考
え

る
。

城
下
議
員 

錦
江
町
は
子
育
て
支
援
住

宅
を
作
る
予
定
で
あ
る
の
に
、
町
内
に

小
児
科
が
な
い
の
は
如
何
な
も
の
か
と

思
い
ま
す
の
で
重
ね
て
要
望
い
た
し
ま

す
。 

２
０
０
０
年
に
制
定
さ
れ
た
新
耐

震
基
準
を
満
た
す
た
め
の
工
事
に
対
し

て
少
額
か
ら
対
応
で
き
る
補
助
制
度
を

講
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

 

町
長　
現
在
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
促

進
事
業
に
お
い
て
耐
震
化
の
工
事
も
補

助
対
象
に
し
て
い
る
た
め
、
新
た
に
耐

震
工
事
を
対
象
と
し
た
補
助
事
業
は
考

え
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
耐
震
診
断
を

行
う
経
費
に
つ
い
て
今
後
検
討
し
て
い

く
。 

耐
震
診
断
に
つ
い
て
も
併
せ
て
補

総合診療医の診察範囲を拡充していただく

医師会病院診療科増設
医師招聘事業を活用し、耳鼻咽喉科、小児科増設の働きかけはできないか

城下 香代子 議員

一
般
質
問

こ
こ
が
聞
き
た
い 

Q
＆
A

子
ど
も
や
高
齢
者
な

ど
の
備
蓄
品
の
状
況

を
伺
う

避難所の
備　蓄

２
０
０
０
年
制
定
の
耐

震
化
基
準
に
対
す
る
少

額
か
ら
の
補
助
を
講
じ

る
こ
と
は
で
き
な
い
か

住宅耐震化
補助

防
災
会
議
の
な
か
で

検
討
し
て
い
く

町　長

耐
震
診
断
経
費
に
つ

い
て
助
成
制
度
を
検

討
す
る

町　長

町 長
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●
調
査
の
経
過

　

様
々
な
業
種
に
お
い
て
人
材
不
足

が
問
題
に
な
っ
て
お
り
、
介
護
事
業

所
に
お
い
て
も
人
手
が
足
り
な
い
と

い
う
状
況
が
顕
著
で
あ
り
、「
人
手
が

足
り
な
い
か
ら
」
と
い
う
理
由
で
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
が
難
し
く
な
る
の
で
は

な
い
か
と
の
懸
念
が
あ
り
、
高
齢
化

の
進
み
方
が
顕
著
な
錦
江
町
で
の
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
「
介

護
事
業
所
の
実
情
と
実
態
に
つ
い
て
」

調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
６
月
26
日
に
介
護
福
祉

課
か
ら
、
地
域
福
祉
計
画
、
第
９
期

の
介
護
保
険
事
業
計
画
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
、
次
に
社
会
福
祉
協
議
会

か
ら
介
護
事
業
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

　

８
月
25
日
に
は
、
県
内
の
介
護
事

業
所
、
病
院
等
へ
外
国
人
の
技
能
実

習
生
を
斡
旋
し
て
い
る
２
社
か
ら
「
特

定
技
能
外
国
人
の
仕
組
み
に
つ
い
て
」

と
い
う
こ
と
で
介
護
現
場
に
お
け
る

外
国
人
労
働
者
の
現
状
や
受
け
入
れ

事
業
所
の
現
状
、
費
用
、
課
題
等
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

介
護
分
野
で
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
か

ら
の
派
遣
で
あ
れ
ば
大
学
で
日
本
語

も
学
ん
だ
方
々
が
来
ら
れ
る
の
で
即

戦
力
と
し
て
重
宝
さ
れ
る
が
、
現
在

は
、
軍
事
政
権
に
よ
っ
て
人
数
制
限

が
あ
り
、
希
望
し
て
も
１
年
待
つ
可

能
性
が
あ
る
と
の
こ
と
。
現
在
で
は
、

ベ
ト
ナ
ム
、
タ
イ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

ま
で
人
材
確
保
を
広
げ
て
い
る
と
の

こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
技
能
実
習
生
の
導
入
に
関

し
て
は
、
多
額
の
初
期
費
用
を
か
け

て
も
、
契
約
期
間
終
了
後
、
条
件
の

良
い
受
け
入
れ
先
を
選
択
す
る
可
能

性
が
高
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

２
０
２
７
年
か
ら
育
成
就
労
制
度

へ
の
変
更
が
決
ま
っ
て
お
り
、
１
年

な
い
し
２
年
で
あ
る
程
度
一
定
の
能

力
試
験
に
合
格
し
た
り
、
日
本
語
能

力
の
あ
る
実
習
生
に
限
っ
て
は
、
転

職
が
で
き
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ

る
よ
う
で
す
。
ま
た
、
東
南
ア
ジ
ア

の
国
々
も
以
前
か
ら
す
る
と
豊
か
に

な
っ
て
お
り
、
日
本
は
賃
金
の
上
昇

が
見
込
め
ず
、
ア
ジ
ア
の
国
々
か
ら

も
選
ば
れ
な
い
国
に
な
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
と
の
話
も
あ
り
ま
し
た
。
そ

れ
に
併
せ
て
住
宅
の
確
保
が
大
変
で

あ
る
と
の
こ
と
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

11
月
７
日
に
は
、
町
内
５
か
所
の

介
護
事
業
所
の
方
々
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
、「
介
護
事
業
所
の
実
態
と
困

り
ご
と
に
つ
い
て
」
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

　

人
材
不
足
は
顕
著
で
あ
り
、
働
く

職
員
の
高
齢
化
に
よ
り
入
浴
介
助
、

送
迎
な
ど
が
少
し
ず
つ
困
難
に
な
り

つ
つ
あ
る
な
ど
、
問
題
点
が
浮
き
彫

り
に
な
っ
た
調
査
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
８
年
１
月
30
日
に
は
文
教
産

業
常
任
委
員
会
と
合
同
で
、
錦
江
町

Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
サ
ポ
ー
ト
協
同
組
合
の

運
営
状
況
に
つ
い
て
調
査
い
た
し
ま

し
た
。

　

令
和
５
年
６
月
に
特
定
地
域
づ
く

り
事
業
協
同
組
合
と
し
て
ス
タ
ー
ト

し
、
県
内
外
か
ら
の
募
集
者
を
職
員

と
し
て
終
身
雇
用
し
、
加
入
し
て
い

る
事
業
所
へ
人
材
派
遣
す
る
も
の
で
、

現
在
13
事
業
所
が
加
入
さ
れ
、
採
用

し
た
６
名
の
職
員
を
各
事
業
所
へ
派

遣
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
事

前
に
介
護
事
業
所
へ
の
説
明
も
行
い

ま
し
た
が
、
介
護
事
業
所
の
組
合
へ

の
加
入
は
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

要
望

　

以
上
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、「
介

護
事
業
所
の
実
情
・
実
態
に
つ
い
て
」

は
、
ど
の
仕
事
業
種
に
お
い
て
も
で
す

が
、
高
齢
化
や
人
口
減
少
が
急
速
に
進

む
わ
が
町
で
は
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る

た
め
、
次
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
要
望

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

①�　
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
サ
ポ
ー
ト
協
同
組
合

か
ら
、
介
護
事
業
所
へ
の
サ
ポ
ー
ト

体
制
に
つ
い
て
、
再
度
説
明
を
し
て

理
解
し
て
い
た
だ
く
。

②�　
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
サ
ポ
ー
ト
協
同
組
合

で
、
日
本
人
の
介
護
資
格
を
持
つ
方

で
田
舎
暮
ら
し
を
し
た
い
方
を
募
集

採
用
し
て
い
た
だ
く
。

③�　
外
国
人
技
能
実
習
生
の
受
け
入
れ

は
、
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
一
環

で
あ
る
が
、
初
期
投
資
の
負
担
が
多

額
で
あ
り
、
住
宅
確
保
も
困
難
で
あ

る
と
の
こ
と
も
あ
り
、
町
で
も
支
援

策
を
講
じ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
人
材
確
保
に
つ
い
て
は
介
護
分
野
だ

け
で
は
な
く
、
ど
の
分
野
に
お
い
て
も

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
た
め
、
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ

Ｉ
サ
ポ
ー
ト
協
同
組
合
の
今
後
の
在
り

方
に
期
待
す
る
も
の
で
あ
り
、
重
ね
て

要
望
い
た
し
ま
す
。

介護事業所の実情・実態について
所
管
事
務
調
査

総
務
厚
生
常
任
委
員
会

８月 25日開催の会議
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茶の振興策について
所
管
事
務
調
査

文
教
産
業
常
任
委
員
会

●
調
査
の
経
過

　

本
委
員
会
で
は
、
本
町
の
基
幹
産

業
の
一
つ
で
あ
る
茶
業
の
発
展
を
目

的
に
収
益
の
向
上
を
図
る
観
点
か
ら
、

「
茶
の
振
興
策
に
つ
い
て
」
を
調
査
事

件
と
決
定
し
調
査
し
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
６
月
26
日
に
、
本
町
の

茶
畑
の
現
状
を
確
認
す
る
た
め
に
、

管
理
を
し
な
く
な
っ
て
い
る
圃
場
や

有
機
栽
培
茶
園
の
現
地
調
査
を
行
い

ま
し
た
。
管
理
を
し
な
く
な
っ
て
い

る
圃
場
に
つ
い
て
は
、
管
理
を
し
な

く
な
っ
た
経
緯
等
、
担
当
課
か
ら
説

明
を
受
け
ま
し
た
。
有
機
栽
培
茶
園

は
盤
山
地
区
の
茶
園
を
現
地
調
査
し
、

担
当
課
か
ら
、
慣
行
栽
培
か
ら
の
転

換
方
法
や
、
転
換
１
年
目
、
２
年
目
、

３
年
目
の
価
格
推
移
な
ど
詳
細
な
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

　

８
月
５
日
に
は
、
町
内
の
お
茶
生

産
者
の
方
々
と
、
茶
生
産
の
状
況
や

課
題
等
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
会
を

実
施
し
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
お
茶

農
家
の
方
々
か
ら
共
通
し
て
挙
げ
ら

れ
た
こ
と
は
、
人
手
不
足
の
課
題
で

し
た
。

　

現
状
の
対
応
策
と
し
て
は
、
技
能

実
習
生
の
方
々
を
雇
用
さ
れ
た
り
、

独
自
で
求
人
ア
プ
リ
を
活
用
さ
れ
た

り
、
各
々
工
夫
し
て
取
組
み
を
さ
れ

て
い
る
状
況
で
す
が
、
大
変
苦
労
さ

れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
、
圃
場
周
辺
の
支
障
木
伐
採

に
関
す
る
要
望
や
、
煎
茶
の
消
費
量

拡
大
に
向
け
た
取
組
み
の
要
望
等
の

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

有
機
栽
培
を
さ
れ
て
い
る
茶
農
家

の
方
々
は
、
有
機
認
証
を
得
る
ま
で

の
３
年
間
の
移
行
期
間
に
お
け
る
経

費
が
、
資
材
価
格
上
昇
等
の
影
響
で

高
騰
し
て
お
り
、
国
か
ら
の
補
助
金

額
で
は
賄
え
な
い
た
め
、
町
独
自
の

支
援
を
お
願
い
し
た
い
と
い
う
要
望

も
あ
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
有
志
の
お
茶
農
家
の
方
々

で
碾
茶
工
場
の
建
設
計
画
を
進
め
て

お
り
、
こ
れ
ま
で
の
深
蒸
し
茶
や
浅

蒸
し
茶
の
伝
統
に
加
え
、
新
た
な
茶

業
の
柱
と
し
て
碾
茶
生
産
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
い
う
意
見
が
あ
り
、

町
と
し
て
も
伴
走
支
援
を
お
願
い
し

た
い
と
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
調
査
結
果
を
受
け
て
、

委
員
か
ら
は
、「
人
材
確
保
に
つ
い
て

は
、
茶
業
に
留
ま
ら
ず
、
ど
の
産
業

や
事
業
所
に
お
い
て
も
共
通
の
課
題

で
あ
り
、
継
続
し
て
調
査
し
て
い
く

べ
き
で
あ
る
。」、「
有
機
茶
の
価
格
が

上
昇
し
て
お
り
、
今
後
も
町
内
で
の

栽
培
面
積
の
拡
大
が
見
込
ま
れ
て
い

る
。
有
機
認
証
を
得
る
ま
で
の
３
年

間
の
移
行
期
間
に
お
け
る
経
費
が
、

資
材
価
格
上
昇
等
の
影
響
で
高
騰
し

て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
町
独
自
の
支

援
も
検
討
す
る
べ
き
で
あ
る
。」、「
碾

茶
は
今
後
も
需
要
拡
大
が
見
込
ま
れ
、

農
水
省
の
予
算
で
も
碾
茶
加
工
施
設

の
整
備
や
生
産
作
業
の
機
械
化
な
ど

の
補
助
金
を
確
保
す
る
と
あ
る
。
町

と
し
て
も
碾
茶
工
場
を
計
画
し
て
い

要
望

　

人
材
確
保
や
有
機
栽
培
へ
の
転
換
、

碾
茶
工
場
の
建
設
な
ど
、
個
々
の
茶
農

家
で
は
、
こ
の
よ
う
な
課
題
に
全
て
対

応
し
て
い
く
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
い

う
判
断
に
至
り
ま
し
た
。し
た
が
っ
て
、

本
町
の
基
幹
産
業
の
一
つ
で
あ
る
茶
業

の
発
展
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、

次
の
取
組
が
必
要
で
あ
る
と
の
結
論
に

至
り
ま
し
た
。

①�　
有
機
認
証
を
得
る
ま
で
の
３
年
間

の
移
行
期
間
に
お
け
る
町
独
自
の
支

援
策
の
検
討

②�　
碾
茶
工
場
を
計
画
し
て
い
る
茶
農

家
の
伴
走
支
援

　
人
材
確
保
に
関
し
て
は
、
茶
業
に
留

ま
ら
ず
、
広
範
囲
な
政
策
課
題
で
あ
る

た
め
、
今
後
の
新
規
の
調
査
事
件
と
い

た
し
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
本
町
と
し
て
は
有

機
栽
培
並
び
に
碾
茶
工
場
建
設
に
お
け

る
具
体
的
な
支
援
施
策
の
検
討
を
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
茶
農
家
の
皆
様
方
と

の
連
携
を
密
に
し
、
茶
業
の
発
展
に
向

け
た
速
や
か
な
振
興
策
を
講
じ
て
い
た

だ
く
よ
う
、
要
望
い
た
し
ま
す
。

る
茶
農
家
の
伴
走
支
援
を
行
う
べ
き

で
あ
る
。」
等
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
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●
調
査
事
件

　

本
町
議
会
に
お
い
て
、
議
会
基
本

条
例
を
議
会
運
営
の
基
本
規
範
と
位

置
づ
け
、
開
か
れ
た
議
会
、
町
民
参

加
の
議
会
、
存
在
感
の
あ
る
議
会
、

信
頼
さ
れ
る
議
会
を
築
く
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
議
会
改
革
に
継
続
的
に

取
組
ん
で
い
く
た
め
の
調
査
で
す
。

●
調
査
の
経
過

　

第
１
回
特
別
委
員
会
を
令
和
７
年

６
月
６
日
に
開
催
し
、「
議
会
基
本
条

例
の
検
討
」、「
令
和
７
年
度
の
調
査

事
件
」、「
議
会
報
告
会
」
に
つ
い
て

協
議
し
ま
し
た
。

　
「
議
会
基
本
条
例
の
検
討
」
に
お
い

て
は
、
一
般
選
挙
を
経
た
任
期
開
始

後
、
条
例
の
目
的
が
達
成
さ
れ
て
い

る
か
検
討
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、

現
在
の
と
こ
ろ
見
直
す
条
項
は
な
く
、

現
行
の
と
お
り
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
令
和
７
年
度
の
調
査
事
件
」

に
つ
い
て
は
、
議
会
報
告
会
の
開
催

及
び
、
会
議
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
に
つ

い
て
検
討
を
行
う
こ
と
に
決
定
し
ま

し
た
。

　
第
２
回
目
を
６
月
２３
日
に
開
催
し
、

議
会
報
告
会
の
資
料
に
つ
い
て
、
内

容
の
精
査
、
説
明
者
の
確
認
、
当
日

の
会
場
準
備
等
に
つ
い
て
協
議
し
ま

し
た
。

　
議
会
報
告
会
は
、７
月
２
日
、３
日
、

４
日
の
３
日
間
で
６
会
場
に
お
い
て

開
催
し
、
議
会
の
令
和
６
年
度
活
動

の
報
告
や
参
加
さ
れ
た
町
民
の
方
々

と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
町
民
の
皆
様
と
身
近
な
議

会
づ
く
り
を
行
っ
て
い
く
た
め
に
、

よ
り
良
い
議
会
報
告
会
の
開
催
に
向

け
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

第
３
回
目
を
９
月
５
日
に
開
催
し
、

議
会
報
告
会
の
全
体
的
な
集
約
及
び

各
地
区
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
・
要
望

事
項
の
対
応
等
に
つ
い
て
調
査
し
、

町
執
行
機
関
（
各
担
当
課
）
で
な
け

れ
ば
回
答
が
で
き
な
い
事
項
に
つ
い

て
、
町
執
行
機
関
へ
依
頼
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
第
４
回
目
を
10
月
20
日
に
開
催
し
、

議
会
報
告
会
で
出
さ
れ
た
町
執
行
機

関
へ
の
意
見
・
要
望
等
の
対
応
に
つ

い
て
、
町
執
行
部
か
ら
回
答
の
あ
っ

た
各
項
目
の
内
容
を
確
認
し
、
議
員

相
互
の
共
通
理
解
を
図
る
と
と
も
に
、

議
会
だ
よ
り
に
掲
載
す
る
こ
と
に
決

定
し
ま
し
た
。

　
第
５
回
目
を
11
月
１９
日
に
開
催
し
、

会
議
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
つ
い
て
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
か
ら
現
在
ま
で
の

取
組
や
肝
属
郡
内
町
議
会
の
状
況
等

を
確
認
し
、
意
見
集
約
を
し
た
結
果
、

予
算
書
、
決
算
書
、
決
算
説
明
資
料

等
を
除
き
、
基
本
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化

と
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
12
月
23
日

の
第
５
回
臨
時
会
か
ら
実
施
し
ま
し

た
。

　
「
議
会
広
報
モ
ニ
タ
ー
制
度
に
つ
い

て
」
は
、
ま
だ
実
施
に
至
っ
て
お
り

ま
せ
ん
が
、
議
会
報
編
集
委
員
会
と

連
携
し
、
よ
り
良
い
広
報
紙
づ
く
り

の
た
め
に
も
今
後
も
協
議
・
検
討
を

続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
令
和
８
年
度
か
ら
は
町
民

福
祉
の
向
上
に
資
す
る
政
策
立
案
及

び
町
政
の
課
題
に
関
す
る
専
門
的
な

知
識
を
取
り
入
れ
る
た
め
の
自
主
調

査
や
研
修
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

議会改革推進会議調査特別委員会 
調査中間報告

所
管
事
務
調
査

議
会
改
革
推
進
会
議
調
査
特
別
委
員
会

議会報告会

タブレットで図面等を確認し調査（決算委員会）
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傍聴　してみませんか
第２回定例会の会期は、6月８日から19日、
一般質問は９日の予定です。
本庁３階の議場へ傍聴においでください。
また、インターネット映像配信サービスYouTubeにて
本会議の模様を生中継いたしますので、是非ご活用ください。
※一般質問の内容につきましては、６月３日に本庁ホームページで告知いたします。

池田　行德　委員

議会報編集委員会
委 員 長　　久保　勇太 副委員長　　木下　巧大 委　　員　　城下 香代子・宿利原 洋一・ 池田　行德

編 集 後 記

令和 8 年度に向けての 3 月議会も、一般会計、特
別会計、その他議案等すべてが可決され、無事

に終了いたしました。
　新しい医師会立病院の建設も、令和 9 年 7 月の開
院予定に向けて順調に進んでいるようです。
　これまで、ロシアのウクライナ侵攻により、資材の
高騰や労働人材不足、また、中国との関係悪化による
輸出入の問題、さらにまた、今回のイスラエルとアメ
リカからの、原油の原産国イランへの攻撃でホルムズ
海峡封鎖によるガソリン、軽油、重油、石油製品の高
騰、入荷困難が危惧されております。

　私も 20 代の頃には、外国航路の船員として、タン
カーや雑貨船でホルムズ海峡を 10 回以上通過いたし
ました。当時も海賊が出没するなど危険な海域でし
た。
　さて、また暑い季節へと向かいます。皆様方におか
れましては、熱中症対策として、水分補給を心がけ、
十分気をつけていただき、健康志向第一に、元気にご
活躍くださいますようお願いいたします。

錦江町議会YouTubeチャンネルはこちらから➡

第 ２ 回 定 例 会

　令和８年４月９日、錦江町内小・中学校で
入学式が行われました。
　新入生は希望に胸を膨らませ、元気に新た
な一歩を踏み出しました。保護者や地域の方
に見守られ、和やかな雰囲気の中で式が執り
行われました。

神川小学校に
３名の1年生が入学しましたウォッチ表紙を

ピカピカの１年生　笑顔あふれる門出
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